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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開けやすいパネル（１７）を有する缶（１）であって、
　リベット構造（７）を介して前記パネル（１７）に接続されたタブ（４）を備え、
　前記タブ（４）は、掴んで作動させるためのタブ後部（５）、およびタブが作動すると
前記缶（１）を開けるためのタブ前部（６）を含み、
　前記パネル（１７）は、少なくとも前記タブ前部（６）の下に、缶の内部圧力による応
力伸張を補償するために変形可能な圧縮構造（１９）を有するパネル構造（１９）を含み
、
　変形可能な前記パネル構造（１９）は、前記リベット構造（７）を部分的に取巻くまた
は取囲むビード（１９）の形状を有し、
　パネルの変形可能なビードの構造（１９）は、外向きに延在することを特徴とする、缶
。
【請求項２】
　前記ビード（１９）は、１２０°より大きく円周方向に延在する、請求項１に記載の缶
（１）。
【請求項３】
　変形可能な前記パネル構造（１９）は、缶の内部圧力によって、前記タブ後部（５）の
タブ持上げを、缶の縁の上の４ｍｍ未満に制限する、請求項１または２に記載の缶（１）
。
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【請求項４】
　前記タブ持上げの制限は、０．６～３．０バールの缶の内部圧力で発生し、直径が７３
ｍｍで圧力が１．５～２．５バールであれば、タブ持上げは２．５ｍｍ未満である、請求
項３に記載の缶（１）。
【請求項５】
　前記缶の缶直径は３２～１２０ｍｍである、請求項１から４のいずれかに記載の缶（１
）。
【請求項６】
　前記缶の内部圧力が緩和されると、変形可能な前記パネル構造（１９）は、前記タブ後
部（５）が前記缶の縁（１４）の下にあるように再形成する、請求項１から５のいずれか
に記載の缶（１）。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の缶（１）に対する、リベット構造（７）を介して前
記パネル（１７）に接続されたタブ（４）を備える、開けやすいパネル（１７）。
【請求項８】
　缶の内部圧力による応力伸張を補償するために変形可能な圧縮構造（１９，２１，２７
，２９，３１）を有するパネル構造（１９）を備える、請求項７に記載の開けやすいパネ
ルのためのパネル（１７）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開けやすいパネルを有する缶、そのような缶のための開けやすいパネル、お
よび開けやすいパネルのためのパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　開けやすい缶とは、開けやすいパネルが設けられた缶である。そのような開けやすいパ
ネルは、リベット構造を介してパネルに接続されたタブを備える。タブは、消費者が掴む
ためのタブ後部を備える。タブは、タブを梃子で動かすことによってタブ前部がパネルと
接触することで作動される。パネルには、パネルに設けられた切込線に沿って規定される
開口部が設けられる。切込線で押上げた後、缶には切込線に沿った開口部がパネルに設け
られ、最終的に切込線の中の中心部をタブを用いて引き剥がすことができる。このように
、開けやすい缶とは、別個の道具を用いなくても開けることのできる缶である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　缶は充填され得、続いて、開けやすいパネルを缶の縁に継ぎ合わせるかはんだ付けする
ことによって閉じられ得る。その後、充填済の開けやすい缶は、加熱または調理プロセス
にかけられ得る。缶の中身の温度上昇によって、缶の内部圧力が上昇し、缶の中身の体積
が増加することになる。缶の内部圧力によって、開けやすいパネルが変形することになる
。開けやすいパネルは、膨張形または凸形に変形することになる。開けやすいパネルに接
続されたタブは缶に対して、特に缶の縁に対して位置が変わることになる。タブ後部は外
向きに、比較的長い距離にわたって缶の縁を越えて延在することになる。
【０００４】
　外向きに突き出たタブ後部は、回転式料理道具のレールなどの調理器具の機械部品と接
触したり、隣接する缶の底部と接触したりすることがある。これによってタブが擦り減っ
たり、タブが作動して缶が開いてしまうことさえある。後者の場合、缶の中身が放出され
、調理器具が汚染されてしまう。これは、充填缶の生産速度の妨げとなる。
【０００５】
　本発明の目的は、特に充填済みの開けやすい缶を調理器具で調理している最中、および
その後のさらなる処理中に、充填済みの開けやすい缶が生産プロセスを妨げるのをできる
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限り避けることである。しかし同時に、開けやすい缶に対する如何なる変化も、消費者が
充填缶を指で掴むことや消費者による充填缶の開けやすさを妨げないようにすべきである
。特に、タブ後部に接近しにくくなったり、開けやすい缶を押上げたり開けたりするのに
必要な力が増加したりしないようにすべきである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、一時的な内部圧力の結果としての望ましくない過度のタブ持上げを、開けや
すい缶の縁を越えた当該タブ持上げが実際的な制限範囲内に減少するように缶の内部圧力
によって変形するパネル構造を開けやすいパネルに含むことによって減少させることがで
き、最小化することさえできるという先見に基づいている。本発明の範囲内では、缶の内
部圧力が緩和された後、タブが缶の縁の（仮想の）おおいの中にある位置にパネル構造が
再形成することさえ可能である。
【０００７】
　したがって、本発明は、リベット構造を介してパネルに接続されたタブを備える開けや
すいパネルを有する缶であって、タブは、掴んで作動させるためのタブ後部、およびタブ
が作動すると缶を開けるタブ前部を含み、パネルは、少なくともタブ前部の下に、缶の内
部圧力によって変形可能なパネル構造を含む缶を提供する。
【０００８】
　缶の内部圧力によって変更可能なパネル構造の存在により、この構造は、圧力による開
けやすいパネルの凸形、膨張形またはドーム形への変形を（少なくとも部分的に）補償す
ることになる。この補償により、リベットベースの傾斜角はより小さくなるか、または増
加しない。本質的に、パネル構造は、缶の内部圧力上昇によって引起された応力に対する
補償によって変形し、それによってタブ後部の隆起が小さくなる。変形可能なパネル構造
は、缶の内部圧力上昇による応力伸長を補償することを意図した圧縮構造を有することさ
えある。
【０００９】
　本発明に係る変形可能なパネル構造は、少なくとも、タブ前部の下でリベット構造と缶
の縁との間に配置される。
【００１０】
　明らかに、本発明に係る変形可能なパネル構造は、ビードの形状を有し得る。
【００１１】
　１つの実施例によると、変形可能なパネル構造は、リベット構造を部分的に取巻くビー
ドの形状を有する。明らかに、缶の内部圧力の上昇によってビードの形状が一時的に失わ
れることがあるが、その後少なくとも部分的に再形成され得る。
【００１２】
　本発明に係る好ましい実施例によると、変形可能なパネルビード構造は、外向きに延在
する。そのようなビードは、従来の工具を用いて開けやすいパネルの中に形成することが
でき、開けやすいパネルの従来の製造プロセスの妨げとならない。ビードは外向きに延在
し得る。ビードは、タブ持上げの減少を補償するのに十分なように、リベット構造の周り
を円周方向に延在し得る。たとえば、ビードは２７０°より大きく円周方向に延在し得る
。特定の状況下では、ビードは１８０°より大きく、またはわずか１２０°より大きく円
周方向に延在し得る。当業者は、通常の実験に基づいて、ビードの円周方向の延在を決定
することができる。円周方向の延在は、３０～２７０°より大きく、たとえば６０～２７
０°であり得、より特定的に９０～２７０°であり得る。明らかに、たとえば３０～１８
０°、３０～１２０°、およびそれらの間のいずれかの好適な上限などの同様の範囲が当
業者によって考えられるであろう。
【００１３】
　調理中のタブの隆起は、調理器具の妨げとならないように小さくされるべきである。一
般に、缶の縁を越えて４ｍｍ未満までのタブ持上げが許容可能である。より好ましくは、
およびより低リスクでは、タブ持上げは３．５ｍｍ未満であり、または３．０ｍｍ未満で
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さえある。明らかに、タブ持上げは、存在する缶の内部圧力に影響され得る。そのような
圧力は、０．６～３．０バールの範囲内、好ましくは１．０～２．８バールの範囲内、た
とえばより好ましくは１．５～２．５バールの範囲内にあり得、たとえば直径７３ｍｍで
１．５～２．５バールで２．５ｍｍ未満である。明らかに、本発明に係る開けやすいパネ
ルの形状および適用される変形可能なパネル構造に依存して、調理中の予想される内部圧
力に対してどの程度まで減少したタブ隆起が許容可能であるかを決定することは当業者に
とって通常の実験である。
【００１４】
　最後に、タブ隆起は、３２～１２０ｍｍの範囲内の缶直径に対して、または好ましくは
４５～１０２ｍｍの範囲内の缶について、たとえば好ましくは直径が４５～９６ｍｍの缶
に特に関連する。
【００１５】
　本発明に係る開けやすいパネルの変形可能なパネル構造の好ましい特徴は、缶の内部圧
力が緩和された後（すなわち調理処理および冷却後）に、変形可能な構造が、好ましくは
当初の構造であるが、少なくとも、タブ後部が缶の縁の中にあり、かつ消費者がパネルを
容易に掴んで容易に開けることができる開けやすい缶に対する位置にあるような構造に再
形成することである。
【００１６】
　好ましい実施例によると、タブ前部の下のパネル構造の変形によって、タブ後部とパネ
ルとの間に指の接近用の隙間が形成されるか、または大きくなる。開けやすい缶を閉じる
か処理した後、内部圧力は大部分が緩和される。しかし、外部と缶の中身との間にわずか
な圧力差が存在し得る。この圧力差は、中身が高温の開けやすい缶を閉じることを含む処
理の後では負となる。パネル構造の設計（形状および／または壁の厚み）は、この圧力差
のためにタブ前部の下のパネル構造が変形するか変形したままであり、タブ後部が上向き
に動くか上昇位置に留まり、それによって、指が接近できるようにするか指が接近しやす
くなるための空間をタブ後部とパネルとの間に提供または維持するようなものである。し
たがって、タブ後部への指の接近が向上する。好ましい実施例によると、この指の接近は
、外部と缶の中身との負の圧力差に起因する。そのような内向きの動きは、－０．１から
－０．９バール、好ましくは－０．２から－０．５バール、たとえば－０．３バールの負
の圧力差に起因し得る。
【００１７】
　状況によって、指が接近できるようになるか接近しやすくなることは、機械的な衝撃に
起因することが好ましい。したがって、負の圧力差によって、および／または機械的な衝
撃によって、指が接近できるようになるか、または指の接近が向上する。明らかに、この
機械的な衝撃を加えることによって、圧力差は負（上で規定したとおり）であり得るか、
ゼロ、または最大約０．５バールのわずかに正であり得る。
【００１８】
　開けやすい缶を開けた後、パネルはこの位置に留まり続け得る。しかし、開けやすいパ
ネルは当初の位置、またはいずれかの中間位置に戻ることも可能である。指の接近の状況
はもはやさほど重要でない。
【００１９】
　本発明の別の局面は、缶に継ぎ合わされるかはんだ付けされる開けやすいパネルに関す
る。そのような缶は、リベット構造を介してパネルに接続されたタブを備え、上述の本発
明の変形可能なパネル構造を有する。
【００２０】
　最後に、別の局面によると、本発明は開けやすいパネルのためのパネルに関する。この
パネルは、内部圧力によって変形可能なパネル構造を備えるが、依然としてリベット構造
とともに適用される。
【００２１】
　開けやすい缶、開けやすいパネル、およびそのためのパネルの上述のおよび他の特徴が
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、説明のために与えられ、かつ本発明を如何なる程度にも限定することを意図していない
さまざまな実施例によってさらに説明される。本発明に係るこれらの実施例は以下の図面
に示される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】開けやすいパネルが設けられた缶の一部切欠斜視図である。
【図２Ａ】通常の缶の内部圧力での先行技術に係る開けやすい缶を示す、図１の矢印ＩＩ
に係る断面図である。
【図２Ｂ】上昇した缶の内部圧力での先行技術に係る開けやすい缶を示す、図１の矢印Ｉ
Ｉに係る断面図である。
【図３Ａ】図２Ａの矢印ＩＩＩに係る詳細図である。
【図３Ｂ】本発明に係る変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネルの実施例を
示す図である。
【図３Ｃ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図３Ｄ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図３Ｅ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図３Ｆ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図３Ｇ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図３Ｈ】本発明に密接に関連する変形可能なパネル構造が設けられた開けやすいパネル
の参考例を示す図である。
【図４Ａ】通常の缶の内部圧力での、缶に継ぎ合わされた図３Ｂに係る開けやすいパネル
の拡大図である。
【図４Ｂ】上昇した缶の内部圧力での、缶に継ぎ合わされた図３Ｂに係る開けやすいパネ
ルの拡大図である。
【図５Ａ】指の接近を向上させる付加的な機能を備える別の実施例を示す図である。
【図５Ｂ】指の接近を向上させる付加的な機能を備える別の実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は缶１を示す。缶１は、開けやすいパネル３が設けられた本体２を備える。パネル
３は、タブ後部５およびタブ前部６を有するタブ４を備える。タブ４は、リベット構造７
を介してパネル３に接続される。
【００２４】
　パネル３には、中心の段状の構造８が設けられる。中心構造９とタブ後部５との間には
、使用者の指が接近可能な空間が提供される。タブ開口部１０で、またはその中でタブ後
部を掴み、タブ４を梃子で動かすか傾けると、タブ３が切込線１１に沿って開くことにな
る。したがって、缶１またはパネル３を、別個の道具を用いなくてもタブ４を作動させる
ことによって開けることができる。
【００２５】
　図２Ａおよび図２Ｂは、図１に示される先行技術の構造をより詳細に示す。
　タブ４は、リベット構造７を介してパネル３に接続される。タブ４のベース１２は実質
的に水平な位置にある。タブ後部５は、缶１の縁１４によって形成される仮想のおおい１
３の中ある。
【００２６】
　図２Ｂは、缶１の調理によって温度が上昇し、それによって体積が増加したために内部
圧力が上昇した状況を示す。この結果、ベース１２は、角アルファ（ａ）を有するより傾
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斜した位置につく。タブ４もより傾斜した位置につくことになるため、タブ持上げｌを有
するタブ後部５は、おおい１３を越えて延在する。
【００２７】
　図３Ａは、開けやすいパネル３の断面図である。パネル３は、本体２に継ぎ合わされる
カール部１５を備える。タブ４は、ベース１２においてリベット構造（パネル３の中心部
の材料で形成される）を介してパネルに接続される。タブ前部６の開放端１６は、タブ４
を作動させて傾ける際に切込線１１と接触し、押上げて最終的に開ける。
【００２８】
　図３Ｂは、リベット構造７を介してパネル１７に接続されたタブ４を備える、本発明に
係るパネル１７を示す。タブ前部６の下でリベット構造７とカール部１５との間の領域１
８には、缶の内部圧力によって変形可能なパネル構造１９が設けられる。この変形可能な
パネル構造１９は、約１６０～２００°より大きくリベット構造１７を取囲む、外向きに
延在したビードの形状を有する。
【００２９】
　図３Ｃは、本発明に密接に関連する別の開けやすいパネル２０を示す。パネル２０は、
タブ前部６の下でリベット構造７と縁１５との間に、缶の内部圧力によって変形可能なパ
ネル構造２１を備える。この構造２１は、約１７０～２４０°より大きくリベット構造７
を取囲む、内向きのビードの形状を有する。
【００３０】
　図３Ｄは、図３Ｃに示される開けやすいパネル２０と同一の変形可能なパネル構造２１
を備える、本発明に密接に関連する別の開けやすいパネル２２を示す。この場合、リベッ
ト構造７は別個のリベット２３の形状を有する。さらに、変形可能なパネル構造２１は、
リベット２３の周りを約１２０～１８０°より大きく円周方向に延在する。
【００３１】
　図３Ｅは、図３Ｃおよび図３Ｄに示されるのと同様の構造を有する、本発明に密接に関
連するパネル２４を示す。しかし、領域１８では、内向きのビード２５が本発明に密接に
関連する変形可能なパネル構造を形成し、リベット構造７の周りを約２０～４０°より大
きく延在する。
【００３２】
　図３Ｆは、本発明に密接に関連する別のパネル２６を示す。タブ前部６の下でリベット
構造７とカール部１５との間の領域１８内に、変形可能なパネル構造２７が内向きの窪み
２７の形状を有する。
【００３３】
　図３Ｇは、本発明に密接に関連する別のパネル２８を示す。タブ前部６の下でリベット
構造７とカール部１５との間の領域１８内に、傾いた形状またはやや波形の、いわゆる圧
縮パネル構造がある。この構造２９は、缶の内部圧力上昇によって発生する応力によって
伸長可能である。この構造２９は、約１３０～１９０°より大きくリベット構造７の周り
を延在する。構造２９は、やや内向きである。
【００３４】
　図３Ｈは、タブ前部６の下でリベット構造７とカール部１５との間の領域１８に、やや
外向きに延在して圧縮パネル部分を形成する構造３１を有する、本発明に密接に関連する
パネル３０を示す。缶の内部圧力が上昇して体積が増加すると、パネルの変形は、この圧
縮構造３１が伸長することによって補償され得、それによってパネルベース３２の傾斜を
防ぐか減少させることができ、それによってタブ持上げを最小化するか減少させることが
できる。
【００３５】
　図４Ａおよび図４Ｂは、缶の内部圧力の上昇に反応した、変形可能なパネル構造１９の
パネル１７に対する影響を示す。このパネル１７は、図３Ｂに関してさらに説明される。
【００３６】
　図４Ａは、開けやすいパネル１７が設けられた、本発明に係る開けやすい缶３３を示す
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。タブ４が接続されるベース３４は、実質的に水平な位置にある。ベース３４とカール部
１５との間には、領域１８内に外向きに延在するビード１９がある。開放端５は仮想のお
おい１３の中にある。同時に、パネル１７の中心領域９とタブ後部５との間には自由空間
３５がある。したがって、このタブ後部５を容易に掴んで傾けて、開けやすい缶３３を開
けることができる。
【００３７】
　図５Ａは、実質的に圧力差がない状態でカール部１５を介して本体２に接続された開け
やすいパネル３７を有する缶３６を示す。タブ４のタブ後部５は、少なくとも部分的にタ
ブ後部５の下にある中心パネル部３８と接触しているか、ほぼ接触している。
【００３８】
　外部と缶３６の中身との間に、約－０．２から－０．５バール、たとえば－０．３バー
ルの負の圧力（高温の中身の冷却による）が発生すると、パネル構造１９は変形する。ま
た、中心パネル部３８も変形によって内向きに動く。これらの変形によって、隙間３９（
図５Ｂ参照）が形成されるか、または大きくなる。この隙間３９によって、缶３６を開け
ようとしている消費者にとってタブ５への指の接近が向上する。自発的でない場合、指の
接近用の隙間３９の形成は、パネル構造１９と接触している道具を一時的に用い、タブ前
部６を下向きに押す、および／またはタブ後部５を上向きに引張ることによって促進する
ことができる。
【００３９】
　なお、外部と缶３６の中身との間の圧力差がわずかに正またはゼロである場合、機械的
な押す道具または同等の機械的な道具を用いた機械的な衝撃によって、タブ後部５を上向
きに動くよう促すことができる。衝撃は好ましくは領域１８で起こる。
【００４０】
　タブ後部５を指の接近によって掴んだ後にタブを作動させることによって缶３６を開け
ると、この開放によって負の圧力差が緩和され、開けやすいパネル３７は、図５Ｂに示さ
れる形状のままであり得るか、または図５Ａに示される形状に戻り得る。なお、缶に対す
る負の圧力差のため、中心パネル部３８はある程度内向きに動くことがあり、それによっ
て指が接近できるようになることに寄与することができる。
【００４１】
　閉じられた缶３３の中身の調理中または調理直後に、内部圧力上昇および体積増加によ
り、パネル１７が膨張形、凸形、またはドーム形に変形する。本体２の直径が一定である
場合、この膨張または凸状によってパネル１７が変形する。しかし、少なくとも領域１８
におけるこの変形によって、ビード１９が、湾曲がより小さくより滑らかな構造１９に変
形し、それによって変形を少なくとも部分的に補償することができる。その結果、傾斜角
アルファ（ａ）は、先行技術のもの（図２Ｂ参照）より小さい。したがって、タブ持上げ
ｌは、先行技術のもの（図２Ｂ）よりはるかに小さい。
【００４２】
　図３Ｂから図３Ｈに示される他の構造はすべて、缶の内部圧力が上昇し、それに付随し
て体積が増加すると、類似の効果を有することが当業者に明らかになるであろう。本発明
に係る変形可能なパネル構造は変形し、それによってパネル持上げｌを最小化することが
でき、それによってタブ後部が、缶の縁によって形成される仮想のおおい１３を越えて過
度に突き出ることを避けることができる。
【００４３】
　実際的な理由のため、許容可能なタブ持上げｌに制限が設定された。一般に、タブ持上
げは４ｍｍ未満であるべきであり、好ましくは３．５ｍｍ未満、たとえば３．０ｍｍ未満
であるべきである。実例では、タブ持上げは、約２．５～３．０バールの内部圧力で２．
０ｍｍ未満であった。２．５～３．０バールの圧力で直径が６５、７３、８３および９９
ｍｍの他の種類の開けやすい缶では、タブ持上げの範囲は１．５～４ｍｍの範囲内であっ
た。
【００４４】
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　パネル持上げｌは、３２～１２０ｍｍの所与の範囲内にあり得る缶の直径にも依存する
。より実際的には、パネル持上げは、直径が４５～１０２ｍｍの間、たとえば４５～９９
ｍｍの範囲内にある缶について減らされるべきである。
【００４５】
　変形可能な構造は本質的に、好ましくは、変形したパネル構造が缶の内部圧力が緩和さ
れた後にある形に再形成することもでき、それによってタブ後部が仮想のおおい１３の中
に再び存在する、缶の縁またはカール部１５の内にあるようなものである。
【００４６】
　缶は、鋼およびアルミニウムなどの金属製であり得る。缶は、販売および消費者による
使用の前に、調理されることになる缶の中身に依存してプラスチックまたはラッカーで内
側がコーティングされ得る。
【００４７】
　上記の説明を読むと、変形可能なパネル構造を有する開けやすい缶は消費者による使用
を妨害することなく従来の製造特性を維持すること、および缶を開けるのに必要な力に悪
影響が及ぼされていないことが当業者に明らかになるであろう。最後に、これらの構造的
な缶の素子は缶の縁に対してタブの距離に影響を与えるため、開けやすい缶は自身の直径
、たとえばユニット深さまたはパネル深さを維持し得ることにも関連する。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】
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【図３Ｄ】 【図３Ｅ】

【図３Ｆ】 【図３Ｇ】
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【図３Ｈ】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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